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研究成果概要 
水素 (H2) 生成型一酸化炭素 (CO) 資化菌は、CO を次世代エネルギーである H2
に変換する。そのため、H2生成型 CO 資化菌は合成ガス中の COを利用して、高効率に H2
を生成する微生物触媒への応用が期待される。H2 生成型 CO 資化菌の資源化を目的とし、
CO代謝の鍵酵素 COデヒドロゲナーゼ (CODH)の網羅的探索とカタログ化を行った。 
130,000 を超えるデータベース上の全微生物ゲノムに対して、京都大学化学研究所
スーパーコンピュータシステムを利用して CODH の網羅的探索を行った。その結果、CODH
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